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＜応募資格＞

個人会員および準会員（学生含む）で、

３９歳以下の者（2025年3月31日時点）

＜応募内容＞

１．調査・研究活動への支援

２．国際会議への参加費支援（２０２４年度新設）

＜助成総額＞

最大５００万円



１．調査・研究活動への支援

＜内容詳細＞

① 土木・建築分野の鋼構造に係る調査・研究

② 未来の鋼構造を担う「新しいアイデア」や「課題
設定」に関する調査

③ 日本の鋼構造技術の「海外発信」および「教育
プログラム」に関する調査

＜助成金額＞

1グループ最大100万円



２．国際会議への参加費支援

＜内容および対象＞

・国際会議に、発表者として参加する際に掛かる

費用の一部を支援するもの。

・2025年9月～2026年8月の間に開催される

国際会議

＜助成金額＞

1件20万円程度



＜応募状況＞

・募集期間：2025年4月上旬～5月12日（月）

・応募総数：調査・研究：12件（建築5件、土木7件）

国際会議への参加費支援：14件

＜選考過程＞

・学術研究助成小委員会（6/19)、学術委員会(6/26)で
の審査により、以下の通り選定

・調査・研究：5件
・国際会議への参加費支援：5件

・2025年8月8日：

運営委員会で上記の助成を承認



代表者研究テーマ名分野

東京理科大学

馮 迹航

高力ボルト摩擦接合における孔周囲での応力
集中が引き起こす局部降伏による摩擦耐力低
減に関する研究

建築１

東京電機大学大学院
柏原 優大

低サイクルから高サイクルまでの疲労損傷を
受ける履歴系鋼材ダンパーの限界性能評価

建築2

摂南大学大学院
佐伯 菜々香

古鋼材を用いた槽状桁の横桁溶接継手部に関
する疲労耐久性評価

土木3

東京大学大学院
陳 瑜

Instruction Tuning及びMulti-modalを活用した
鋼構造物腐食診断支援基盤モデルSteelCorr-
LLMの開発

土木4

熊本大学
渡部 慎也

鋼構造部材を対象とした振動計測による現有
応力評価手法の提案

土木5

2025年度 調査・研究 助成対象一覧



１．高力ボルト摩擦接合における孔周囲での応力集中
が引き起こす局部降伏による摩擦耐力低減に関す
る研究

東京理科大学大学院

馮 迹航



【研究目的】

【期待される成果】

問題点：

• 薄板での高力ボルトの孔周囲に応力集中
が生じることがある[1] 。

• 応力集中が引き起こす局部降伏がある。

• 局部的な塑性化が進行して板厚が速やか
に薄くなり，結果として高力ボルトの軸力が
低下することで，摩擦耐力が低下すること
がある [2] 。

[1] 馮迹航，濵田凪，崎山夏彦，伊藤拓海：軽鋼構造における高力ボルト摩擦接合を用いたフラット継手の力学挙動と力学特性に関する研究，日本建築学会関東
支部研究報告集，Vol. 95，pp. 489‐492，2025
[2] GAO， X.， WANG， W.: Research on the Anti‐slip Performance and Design Method of Slip Critical High‐Strength Bolted Connection Considering Stress
Concentration， Progress in Steel Building Structures， Vol. 25， No. 5， pp. 42–52， 2023(in Chinese)

目的：
1.ボルト孔の周囲の応力分布を明らかにし，ボルト径・孔径・板厚などの変数の相対的な影響を把握す
る。
2.高力ボルト摩擦接合の摩擦耐力の低下のメカニズムを把握し，その評価式を提案する。

① 高力ボルト摩擦接合における孔周囲の応力集中を明らかにする。
② 応力集中係数を定量的に評価し，局部降伏を考慮した耐力評価式を提案する。
③ 孔周囲の局部降伏と高力ボルトの張力低下の関係性を解明する。
④ 張力低下の影響を考慮した摩擦耐力評価式を構築する。
⑤ 知見に基づき，軽鋼構造への適用性を検討する。

図1. 局部降

伏 に よ る 高
力 ボ ル ト の
軸力低下



【具体的作業内容・計画】

作業内容：
① 高力ボルト摩擦接合のすべり試験

図2に示す試験体のベースプレートとスプライスプレートの板厚などを変数と
し、応力集中ならびに摩擦耐力への影響を明らかにする。

② 有限要素法解析によるデータの補間

実験で計測が困難な部位の力学挙動について，有限要素法解析を用いて
補間する。

③ 評価法の提案
得られた結果を用いて局部降伏およびすべり耐力の評価法を提案する。

図2. すべり試
験の試験体

【使途予定】 【予定期間】

金額(万円)項目

40試験体製作費
30計測機器購⼊費
10計測機器賃借料
20ひずみゲージ購⼊費

内容日程

プレ試験（変数および実行
可能性の検討）

四⽉〜六⽉

本試験準備・解析的検討七⽉〜九⽉

本試験の実施⼗⽉

結果整理・理論モデルの
構築

⼗⼀⽉〜三
⽉（2026年）

論文の執筆・鋼構造論文
集に投稿

四⽉〜五⽉
（2026年）

※上記は本研究助成金の各項目へ
の配分の予定であり、各項目の最終
的な支出額ではありません



２．低サイクルから高サイクルまでの疲労損傷を受ける
履歴系鋼材ダンパーの限界性能評価

東京電機大学大学院
柏原 優大









３．古鋼材を用いた槽状桁の横桁溶接継手部に関する
疲労耐久性評価

摂南大学大学院
佐伯 菜々香







４．Instruction Tuning及びMulti-modalを活用した
鋼構造物腐食診断支援基盤モデル
SteelCorr-LLMの開発

東京大学大学院
陳 瑜









５．鋼構造部材を対象とした振動計測による
現有応力評価手法の提案

熊本大学
渡部 慎也



鋼構造部材を対象とした振動計測による現有応力評価手法の提案

応力評価手法例

23

部材に作用する現有応力の測定

・現場における適用の困難さ

部材の健全性評価施工管理

施工時 供用時

橋梁の維持管理において非常に重要な指標

・死荷重による断面力の把握

・非破壊的な残留応力の評価

課題

その他検査対象材料非破壊検査手法

部材切断による応力開放変化を計測〇×ひずみゲージ法

〇×センタードリル法

磁性体に限定〇磁気ひずみ法

X線による被爆危険性，安全管理〇〇X線応力測定法

熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター 渡部 慎也 ・ 松村 政秀



これまでの研究 24

圧縮荷重作用下の固有振動数の変化に着目

固有振動数から作用する圧縮荷重が求まる

×

円環状に面外変形を拘束し，拘束領域内で卓越した固有振動を計測

部材形状に依存しない手法の検討

課題

振動数は部材形状に依存

面外変形拘束概念図

面外変形拘束例（FEMモデル） 拘束領域内が卓越する振動モード



今後の研究 25

円環状に面外変形を拘束した際の課題

面外変形拘束形状を見直し，作用応力の分離を試みる

面外変形拘束概念図

円形のため，作用する荷重・応力の分離が困難

一方向の荷重だけでなく，複数方向の荷重や，せん断力等が作用する部材の
適用に向け，その対象を拡大させる．
振動計測により最大・最小主応力推定が可能となることを目標とする．

面外変形拘束治具

今後の方針

① 簡易な数値解析モデルを用いた基礎的検討

② 実構造部材を模擬した数値解析モデルを用いた検討

③ 基礎的実験の実施



代表者参加会議名/開催地分野

北九州市立大学院
村上 遥

The 13th International Symposium on Steel 
Structures & The 14th Pacific Steel Structure 
Conference(ISSS-PSSC2025)/：韓国, 済州市

建築１

岩手大学
平川 巧都

The 13th International Symposium on Steel 
Structures & The 14th Pacific Steel Structure 
Conference(ISSS-PSSC2025)/：韓国, 済州市

土木2

京都大学大学院
竹川 大和

The 11th International Conference on the 
Behavior of Steel Structures in Seismic 
Areas(STESSA2024）/イタリア, フィッシャーノ

建築3

北海道大学
佐倉 亮

14th Japanese-German Bridge 
Symposium/Munich, Germany

土木4

京都大学大学院
西井 隆太郎

：SEMC 2025:The 9th International Conference 
on Structural Engineering, Mechanics and 
Computation/南アフリカ共和国，ケープタウン

土木5

2025年度 国際会議への参加費支援 助成対象一覧




